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8月1日現在の大崎市の人口
	地域
	男
	前月比
	女
	前月比
	計
	前月比
	世帯数

	古川
	37,928
	＋18
	39,322
	－21
	77,250
	－3
	32,152

	松山
	2,824
	＋2
	2,992
	－4
	5,816
	－2
	2,193

	三本木
	3,824
	＋1
	3,847
	－1
	7,671
	0
	2,718

	鹿島台
	5,570
	－19
	5,944
	－6
	11,514
	－25
	4,555

	岩出山
	5,048
	－4
	5,215
	－16
	10,263
	－20
	4,139

	鳴子温泉
	2,694
	－5
	2,935
	－11
	5,629
	－16
	2,633

	田尻
	5,160
	－11
	5,259
	－11
	10,419
	－22
	3,613

	市全体
	63,048
	－18
	65,514
	－70
	128,562
	－88
	52,003


問合せ　市政情報課統計担当　電話23-5091

今月の納税
納期限：9月30日（水）
市から送付する納付書や口座振替を利用している人の納期限です。口座振替を利用している人は、記帳にて残高と振替結果を確認してください。
固定資産税・都市計画税	第3期
国民健康保険税　第3期
介護保険料　第3期
後期高齢者医療保険料　第3期
問合せ　納税課収納担当  電話23-5148


空間放射線量の測定結果（単位:マイクロシーベルト/h）
	8月18日測定
	地表面
から1m
	地表面
から0.5m

	市役所第2駐車場
	0.06
	0.05

	松山総合支所
	0.04
	0.04

	三本木総合支所
	0.04
	0.03

	鹿島台総合支所
	0.04
	0.04

	岩出山総合支所
	0.04
	0.04

	鳴子総合支所
	0.05
	0.05

	田尻総合支所
	0.03
	0.03



火災発生件数(7月末日現在・右欄は前年比)
	建物火災
	12件
	＋2

	林野火災
	0件
	－3

	車両火災
	1件
	－3

	その他火災
	12件
	＋9

	合計
	25件
	＋5



交通死亡事故件数(8月15日現在・右欄は前年比)
	発生件数
	3件
	＋2

	死亡者数
	3人
	＋2


問合せ　防災安全課 消防担当・交通防犯担当  電話23-5144

パタ崎さんのひと口メモ
●大崎市のキャンプ場を紹介！
問合せ 観光交流課 電話23-7097
　市内には１年中楽しめるレジャースポットがたくさんあるけど、今回はキャンプ場を紹介するね。　
　新型コロナウイルス感染症の影響もあって、全国的に注目されているキャンプ場だけど、大崎市には多数あることを知っているかな？　
マイカー宿泊可能で温泉が隣接した「吹上高原キャンプ場」、公園に隣接していてテニスや川遊びができる「荒雄湖畔公園」、バンガローでひと味違うキャンプが叶う「市民岩出山いこいの森」、山頂から３６０度のパノラマを堪能できる「加護坊山キャンプ場」、今年７月岩出山地域細峰にオープンし、手ぶらで気軽に楽しめる「細峰ベース」。
　大崎市のキャンプ場は、日帰りキャンプやひとりキャンプなど、目的や楽しみ方に合わせて利用できるから、オススメだよ。
　キャンプ場から眺める星空も含めて、大崎の自然をたっぷり味わおうよ！

今月の表紙
　8月9日、中央公民館で夏休み子どもものづくりワークショップが開催され、大勢の親子が参加し、にぎわいました。
　ワークショップは、市内で活動する団体や個人が講師となり、ランタンランプづくりや風鈴の絵付け体験、カンナで削るおはしづくりなど、午前・午後あわせて11のブースに分かれ、それぞれ異なる作品を作りました。
　子どもたちは、講師に教わりながら、夢中になって作品づくりに取り組んでいました。悪戦苦闘した場面もありましたが、作品が完成すると、満面の笑みがこぼれました。
　今年は例年より短い夏休みとなりましたが、世界に１つだけの作品を作り上げたことで、忘れられない、楽しい思い出ができたようです。
オオサキワンダーミュージアム
人と大自然の青空博物館
vol.5「屋敷林「居久根」を紹介するパンフレットを作成しました」
問い合わせ　世界農業遺産推進課自然共生推進担当　電話23-2281
大崎地域世界農業遺産推進協議会では、大崎耕土のランドスケープを構成している屋敷林「居久根 (いぐね)」の保全と活用に係る取り組みを行っています。
　昨年度、大崎耕土「居久根」の保全活用に関する検討会を開催し、大崎耕土の大切な宝である居久根を次世代につなげていくため、居久根の価値や魅力を紹介するパンフレットを作成しました。
パンフレットでは、居久根の歴史や役割、居久根で暮らす生きものの紹介や、果樹・山菜の食べ方などのほか、居久根の落ち葉や竹・笹の生かし方など、居久根を維持・管理していくための手入れ方法を紹介しています。
また、「飛び出す居久根」を組み立てることで、北西から吹く冷たい風から、暮らしを守る居久根の様子が分かる仕掛けもあり、自宅に居久根がない人も、居久根に親しみ、楽しむことができる内容になっています。
　パンフレットは市役所や公民館などで配布しているほか、大崎耕土ウェブサイトに掲載していますので、ぜひご覧ください。

市長コラム　祝敬老
コロナ禍で、敬老会の時期を迎えました。
　例年ですと、9月は市内各地で敬老会が開催されるところですが、本年度につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響を勘案して、ほとんどの地区で開催が自粛となりました。本来ならば、直接お会いして、多年にわたり社会に尽くしてきた皆さまを敬愛し、長寿をお祝い申し上げるところですが、やむをえず紙面を通して、ご祝意を表させていただきます。
　敬老者皆さまは、長年にわたり家族や地域社会のためにご尽力され、今日の大崎市、日本の基礎を築いてこられました。
　私たちが平和で豊かな生活を送ることができますのも、ひとえに皆様方の並々ならぬご苦労、ご努力の賜物であり、心から敬意と感謝を申し上げます。
　一日も早くコロナを終息させ、正常な日常生活を取り戻せるよう全力を尽くしてまいりますので、ご自愛の上お過ごしください。
　今年、大崎市で敬老会のご案内対象者77歳以上の長寿者は1万7846名、100歳以上の超長寿者は101名もおられます。
　明治時代、日本人の平均寿命は40代前半でした。50歳を超えたのは1947年（昭和22年）。75歳を超えたのは1986年（昭和61年）。今や女性は87・45歳、男性は81・41歳。100歳以上の超長寿者が7万人超。「人生100年時代」を迎えています。
　高齢者皆さまが生き生きと生活が送れるよう、健康の保持や生活の質の向上のため「地域で支えあい、健康で元気なまちづくり」に取り組んでまいります。
　ご長寿とご多幸を祈ります。
